





プログラム名：いじめなくし隊





●特徴　　


大学生を中心とした青年層によるいじめを克服する取り組み





＊働きかける主体：市町村社会教育課








資料４－２








実践プログラム（案）





気づく





学ぶ





■気づきを促す





○内容


　市町村主催のイベントの活用


生命、人権、多様性の尊重をテーマにした絵本の読み聞かせ会や多様な方々の表現活動（コンサート・絵画展等）などを実施する。





＜気づき＞


「自分の地域には様々な立場の人が暮らしているんだなあ」





○参加対象　地域住民


○場所　　　市町村主催イベント


（人権週間企画など）


○連携先　　大学生サークル・ＰＴＡ








■学ぶ機会をつくる





○内容　


　いじめ問題シンポジウム


前述したイベントに出演した人やいじめを体験した青年がシンポジストとなって登壇する。





＜学び＞


「多様な立場を有する人にとって地域にはまだまだ壁がある」


「いじめの被害者の気持ちがわかった」「いじめの加害者の気持ちや背景がわか


　った」


「自分たちにもできることはないかな」





○参加対象　大学生・ＰＴＡなど


○場所　　　公民館


○連携先　　大学生サークル・ＰＴＡ


ＮＰＯ・公民館








知る





■情報提供する


　　


○内容


　全国の学校や教育委員会、ＮＰ０、マスコミ、ボランティアの行っている活動情報を提供。その後は、更新された情報を適宜提供する。





＜知る＞


「こんな活動もあるのか」「あちこちでとりくんでいるなあ」「自分にもできそうかな」





○参加対象　大学生・ＰＴＡをはじめとする地域住民


○場所　　　公民館


○連携先　　市町村教委・ＮＰＯ・マスコミ・ボランティア団体・公民館・大学生・ＰＴＡ　　　


　








■始めようという意識の醸成を図る


　


○内容


　・「子どもの居場所」をサポートするボランティア体験


　　　様々な理由により、学校へ行きにくくなっている子どもの居場所づくりでのボランティアを体験することを通じて、子どもたちの思いに気づき、自分のできることを考える。





・市町村主催イベントへの参画


　　　いじめ問題を啓発するイベントを主催する側に加わり、企画をサポートする。


　　そのことを通じて、自分たちにできることを考える。





＜始める＞


「自分たちもできることからやってみよう」





○参加対象　大学生・ＰＴＡ


○場所　　　公民館・青少年会館等


○連携先　　市町村教委・公民館・ＮＰＯ・ボランティア・大学生・ＰＴＡ











始める








